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評価結果の総合所見 

本課題は、ひずみを色変化として可視化できる、新しい光学センサの実現に向け、キラルネマチック

液晶高分子を微粒子化し、弾性体フィルムに分散することで、ひずみを高感度に検出できる材料の開

発を目指すものである。 

概ね目標を達成し、企業との共同研究も複数進んでおり、次の研究開発フェーズ移行に必要な成果

が得られた。応答速度の高速化に関する分子設計指針を得た点、高感度化に対して目標値を上回る

成果を達成している点も評価できる。 

本技術に直接かかわる内容について、学会発表や論文発表が行われている点、企業との共同研究

を積極的に行い、応用可能性について検討の継続が見込まれている点が評価できる。 
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